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論文内容の要旨 

 
 多くのシジミチョウは、幼虫期にアリと共生するが、その一部は巣内で宿主アリ幼虫の捕食、

もしくは宿主アリの給餌によって成長する社会寄生種であることが知られている。シジミチョウ

幼虫は好蟻性器官と呼ばれる分泌器官を体表面に持つため、ここから何らかの化学物質を分泌し、

宿主アリの行動を操作しているといわれている。しかしながらシジミチョウとアリの共生が成り

立つ仕組みはほとんど解明されていない。本研究はクロオオアリに社会寄生するクロシジミを材

料に、「社会寄生種がいかにして宿主アリの行動を操作しているか」の解明を目的としたものであ

る。 
 学位論文は、まず総合序論で研究の背景と目的を述べ、その後３章からなる章立てにより研究

成果を報告している。 
 第１章では、クロオオアリを選択的に引きつける仕組みについてしらべた。アリと共生するシ

ジミチョウ幼虫は好蟻性器官の一つである dorsal nectary organ（DNO）からアリを誘引・随伴
させる液滴を分泌する。そこで、クロシジミ幼虫の DNO 分泌物が宿主となるクロオオアリを特
異的に引きつけるシグナルであるとの仮説を立て検証した。その結果、クロシジミ幼虫の DNO
分泌物は、主にトレハロースとグリシンから構成されていることを明らかにした。また、DNO分
泌物を人工的に再現した溶液に対するアリの摂食行動および味覚感覚毛の神経応答を電気生理学

的手法により調べた。その結果、トレハロースとグリシンがクロオオアリの味覚器に相乗的に作

用して味覚応答を増大させること、クロオオアリと同属のムネアカオオアリではこのような味覚

応答の増大が見られないことを明らかにした。以上の事から DNO 分泌物中のケミカルシグナル
が両者の関係の種特異性を強化している事が示唆された。 
 第２章では、クロオオアリの巣に侵入する仕組みについて調べた。クロオオアリは野外でクロ

シジミ 1~3 齢幼虫と接触するが、3 齢幼虫のみを巣へと運び込むことが知られている。このこと
からクロシジミ幼虫は 3 齢期になるとアリ幼虫と認識されるような化学物質を分泌すると考えら
れる。行動観察より、クロオオアリは 2・3齢幼虫に対して同等の興味を示すが、3齢幼虫のみを
特異的に巣へと運び込むことを確認した。また、2 齢および 3 齢幼虫の体表化学物質の比較を行



った結果、運搬行動に関与すると考えられる体表炭化水素は 2齢と 3齢の間で大きな違いは見ら
れず、宿主アリへの化学擬態も確認されなかった。一方で、3 齢幼虫になると複数の好蟻性器官
が発達する事がわかった。以上の事より、クロシジミ幼虫は体表成分によるアリへの擬態ではな

く、同時期より発達した好蟻性器官から発する何らかのシグナルによりアリの運搬を促している

可能性を示した。 
 第３章では、クロオオアリから世話を受ける仕組みについて調べた。アリは一般に体表に存在

する炭化水素群の組成および組成比で巣仲間や階級の認識をしている。アリから世話を受かるク

ロシジミ幼虫は体表炭化水素を用いて、宿主巣内で巣仲間として振る舞うとともに、宿主の上位

階級に化学擬態している可能性が想定される。そこでまず、クロシジミおよびクロオオアリの各

階級の体表成分を塗布したガラスダミーに対するワーカーの行動を調べた。その結果、ワーカー

はクロシジミ幼虫・アリ幼虫・オス生殖虫の体表成分を塗布したガラスダミーに対して随伴行動

を示す事を明らかにした。次にクロシジミ幼虫とクロオオアリの体表成分の比較を行った。その

結果、クロシジミ幼虫の体表成分はクロオオアリと同様に主に炭化水素で構成されていることが

わかった。また、アリ巣内のクロシジミ幼虫は宿主コロニー特異的な体表炭化水素組成比を保持

していること、クロシジミ幼虫の体表炭化水素組成比はワーカーやアリ幼虫と比べ、オス生殖虫

のものとよりよく似ていることが明らかとなった。以上の結果から、クロシジミ幼虫は巣内でワ

ーカーから世話を受けるのみのオス生殖虫に化学擬態することで、アリからの世話を受けている

ことが示唆された。 

 最後に、総合考察ではこれまでに論じてきた研究成果を総括して述べるとともに、化学生態学・

進化生物学的視点から将来への展望を述べ、本研究の結論としている。 
 
 

論文審査の結果の要旨 

 

 本論文の独創的な点は、今日までに報告されているアリとシジミチョウの共生機構の解明に、

化学生態学的手法や電気生理学的手法を取り入れることにより、特に注目すべき新たな１ページ

を加えるべき重要な発見をしたことである。 
 北條氏はクロオオアリとそのアリに社会寄生するクロシジミを材料に、“社会寄生種がいかに

して宿主アリの行動を操作しているのか”の解明に取り組み、見事にその謎を解き明かした。 
 すなわちシジミチョウの幼虫はアリの幼虫に化学擬態しているため、働きアリによって外部よ

り巣内に持ち帰られると予想されていた。しかし実際はその予想に反して体表面の炭化水素組成

比をオスアリに似せることにより巣内での共生を果たしていることを、体表より抽出された両者

の炭化水素組成比を GC 分析しさまざまな統計処理にかけることによって初めて明らかにした。
クロシジミ幼虫は、巣内でワーカーから世話を受けるのみのクロオオアリのオス生殖虫に化学擬

態することによって、ワーカーたちから手厚い世話をうけていることがここに初めて明らかにさ

れた。 
 さらに同氏はクロシジミ幼虫がクロオオアリを選択的に引きつける仕組みについての研究も行

い、シジミチョウ幼虫は３齢になると好蟻性分泌器官の一つである DNO からアリを誘引、随伴
させる液的を分泌すること、さらにその成分であるトレハロースとグリシンの組み合わせが特に

種特異的にクロオオアリに好まれる事も明らかにした。 



 以上の結果より本論文の内容は、いずれも国外の一流誌に掲載されているのを見ても明らかな

ように、新規性と独創性ならびに高い学術的価値がある事を全審査員が認めた。本審査委員会は

北條賢氏の論文が本学の博士（学術）を授与するに十分値するものと結論する。 
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